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１　はじめに

　「群馬大学と群馬県教育委員会との連携に係る協議
会（ぐんまプロジェクト）」に平成25年度から設置さ
れた第二部会は「理数科教育の充実」を研究主題と
し、その一環として平成26年度から「群馬大学教育学
部理科専攻　観察・実験支援ボランティア事業（通称
りかぼら）」を実施してきた。この事業は教育実習を
終えた理科専攻の３、４年生を、11月から２月の約４
か月間、理科の授業の準備や後片付け、Ｔ２としての
授業支援などを行うために主に小学校に派遣するもの
である。第二部会ではこのような授業支援を行うこと
が、参加した学生の実践的な学びにつながったかどう
かを明らかにするために、りかぼらの活動の事前・事
後に質問紙調査を行った結果を昨年度報告した１）。そ
の結果わかったことをまとめると以下の４点となる。
①参加した学生の多くは「理科の授業の実態を知るこ

とができた」といった感想を持ち、この事業を主観的
には有意義な活動と感じていた。②この事業を通じて
学びたいこと・学んだことを訊いた事前・事後調査で
は、活動を通じて授業の準備等の「大変さ」を実感し
た学生が多かった。③使いやすい理科室の工夫を訊い
た事前・事後調査では、事後調査の方がより具体的な
記述になるとともに、自分の力で改善できる内容にシ
フトした。④実験の一例の写真を示して注意点を挙げ
させた事前・事後調査の結果を比較すると、事後調査
では写真に直接示されていない事柄が挙げられていた
ほか、注意点のバリエーションが増えた。以上のこと
から、りかぼらの活動は、学生が学校の理科の現場を
具体的に考えるための材料を与えるものとなってお
り、学生の実践的な学びにつながっていると考えられ
る。
　しかしながら、事前・事後調査は在学中に行ってい
るものであり、彼らの感じた「実践的な学び」が新任
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教員となった際に役立つかどうかの検証はできていな
かった。そこで、りかぼらでの学びが実際に教員に
なった際に役立てられるものなのかどうかを調べるた
めに、りかぼらを経験した卒業生に対して追跡アン
ケートを行った。本稿ではその結果を報告する。

２　方法

　平成26年度から平成28年度までの３年間にりかぼら
に参加し、その後群馬県の公立学校に採用された卒業
生を対象に、以下のアンケートを行った。

表１　卒業生追跡アンケートの質問項目

問１　在学中のボランティアとしての活動は、現在の教
員としての仕事に役立っていますか？

１とても役立っている　２多少役立っている
３あまり役立っていない　４全く役立っていない

〈問１で１、２と答えた方〉
問２－１　どんなときに（多少なりとも）役立っていると

感じますか？
（例：理科授業での安全面の確認、理科以外の授業での
子どもへの配慮etc.）

〈問１で３、４と答えた方〉
問２－２　役立っていない（具体的な）理由が思い当たる

ようでしたら、教えてください。
（例：低学年担当で理科に関わっていない、ボランティ
アをやったのが後期で内容が違うetc.）

　調査は平成27年９月（平成26年度りかぼら参加者対
象）、平成30年２月（平成26～28年度りかぼら参加者
対象）、平成31年２月（平成28年度りかぼら参加者対
象）の３回に分けて、無記名で行った。アンケートの
対象者は39名であったのに対し、回収できた回答は27
名、回答回収率は69.2％であった。なお、無記名での
調査だったため回答者個人が特定できないこと、学生
のりかぼらへの参加年次が３年生か４年生とまちまち
であったこと（一部学生は３、４年次両方で参加）、
卒業から群馬県の公立学校に採用されるまでの期間が
個々に異なることなどの理由から、回答者ごとにり
かぼら終了からアンケートに回答するまでの期間は異
なっており、推定では最短で７か月後、最長３年後で
ある。
　自由記述の回答の分析には、テキストマイニング用
のフリーソフトウェアであるKH-Coderを利用した２）。

３　調査結果と考察

３－１　りかぼらの経験は新任教員の役に立ったのか
　～問１の結果から～

　問１は、現在の教員としての仕事にりかぼらの経験
が役立っているかを訊いたものである（図１）。

　「１とても役立っている」「２多少役立っている」を
合わせた肯定的な回答が約８割であった。「３あまり
役立っていない」という回答も５件あったが、その
理由を尋ねた問２－２では、「小学校低学年の担当で
理科がない」という回答が３件、「りかぼらで活動し
た学校と校種が違う」という回答が２件であった。こ
れらのことから、「３あまり役立っていない」を選ん
だ回答者は「役に立っていないと判断した」のではな
く、「判断ができなかった」のではないかと解釈して
いる。また、一部の回答者は、現在の勤務校が小学校
ではないことを記載した上で「１」「２」を選択し、
問２－１にも記載してくれていた。
　学部生時代に授業等で関わりのあった大学教員から
のアンケートということで多少のリップサービスが含
まれることを考慮する必要はあるが、上述のように
“積極的に”否定的な選択肢を選んだ回答がなかったこ
と、また回答がなかった12名全てが否定的な回答をし
たと仮定してもなお肯定的な回答の方が多くなること
から、りかぼらの経験は多少なりとも新任教員の役に
立ったようであった。

図１　問１の結果
数字はその選択肢の回答数を示す。
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３－２　りかぼらの経験はどのように新任教員の役に
立ったのか　～問２－１の結果から～

　問２－１は、問１で肯定的な回答をした回答者に、
具体的にどう役に立っているかを自由記述で書いても
らったものである。22名からさまざまな意見が寄せら
れたため、傾向を把握するために階層的クラスター分
析を行った結果が図２である。

　まず一つ目として「整備」「安全」「実験器具」「理
科授業」「薬品」「準備」を含むクラスターが形成され
ており、りかぼらの経験は現場の理科授業において、
具体的に「実験器具」や「薬品」の「準備」をする際
に役立っていることがわかる。興味深いことに、りか
ぼらで活動した校種と異なる校種に着任したことを前
置きしながらも「準備」の際に役立っていることを述
べている回答が複数見受けられた。このことから、り
かぼらでの活動中に経験した特定の実験内容に関わる

準備だけでなく、準備というもの自体に対する心構え
等のメタ的な理解も得られたのではないか。四カ月間
という長くはない期間ではあったが、週一回のペース
で継続して理科の授業を見たことがその一因と考えら
れる。また、現場を経験することによる「準備の大切
さ」への気づきは、りかぼら参加前後に行った事前・
事後アンケートでも表れていたが１）、その際には「大
切さ」よりも「大変さ」の文脈で出てくることが多
かった。これに対し、今回は「準備は大変だが工夫し
がいがあり楽しい」という回答もあり、卒業生の充実
した教員生活を垣間見ることができた。一方で、これ
らの結果は、大学時代に「準備」の経験が十分でない
ことを意味している。大学での必修や選択必修の学生
実験ではTAや教員が準備した実験器具や薬品を使っ
て活動をすることが多く、模擬授業もグループワーク
で行うことが多いためであろう。また、県内の小中学
校で行う教育実習Ｂにおいては自分一人での準備も経
験しているはずだが、教育実習の際は理科の実験以外
にも初めてかつ大変な経験が多いため、印象が薄いの
かもしれない。今回の結果を踏まえて、大学でも実験
準備に関する指導を増やすことを検討してみたい。
　二番目のクラスターは、出現回数が多い「授業」

「子どもたち」「理科」を含んでいた。このうち「子ど
もたち」という言葉がどのような文脈で使われている
のかをKWICコンコーダンスで確認したところ、「実
験中の子どもたちの危うさを見させてもらえた」、「子
どもたちが起こしそうな事故を想定しやすくなった」
といった理科の授業ならではの回答の他、「子どもた
ちの反応」、「子どもたちがどのような思考を広げてい
るのか」、「子どもたちがどのようなことに興味を持
ち、苦手意識を持つのか」など、理科にとどまらない
子どもへの理解全般の深まりを示す回答があった。さ
らに記述内容を確認したところ、「どうすれば子ども
の興味を惹くことができるか考えるときに役立ってい
ると感じる」「子どものやる気付け」「導入に有効なネ
タを増やすことができた」といった意見があり、子ど
もたちの実態やそれに対する現場の教員の対応を知っ
ただけでなく、自分の教員生活に活かしている様子が
うかがえた。
　「先生」「見る」「現場」「理科室」からなるクラス
ターは、「先生」と話ができたこと、「理科室」を「見
る」ことができたことなど、“今どのように役に立っ

図２　問２－１回答の階層的クラスター分析結果
色分けのとおり５つのクラスターに分かれた。各言葉の左
側の棒グラフはその言葉の出現回数を示している。
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ているか”というよりは、“りかぼらでのどういう経験
が役に立ったと実感しているか”を示すクラスターで
あった。アンケートの質問をもう少し整理して自由度
の低いものにすべきだったかもしれないが、これら
の単語を含む回答には現場でしか学べない内容が述べ
られており、新任教員の立場から見て、りかぼらの際
に意識して経験すべきと感じたことが示されているの
かもしれない。関連して、四番目のクラスターを形成
した「理科準備室」の「整理」も、大学では学びづらい
が、現場では重要な内容である。これらは今後、りかぼ
らの事前指導等に活かせる回答群であると考えられる。
　五番目のクラスターは、安全面での「配慮」や子ど
もたちの動きや理科室の実態を「知る」ことができ
た、具体的な「実験準備」がスムーズになったといっ
た記述から生じたものであったが、他のクラスターに
比べると解釈が難しいものであった。
　さらに、以下のような興味深い少数意見もあった。
ある回答者は勤務校が中学校であることを記載した上
で「小学校でここまでやっているというのを意識しな
がら授業を作れた」という意見を述べていた。隣接校
種における学習内容を理解し、活かすことの大切さを
実感できたことは回答者にとって有意義であったと考
えられる。また、勤務校では理科専科に理科の授業を
任せているという回答者から「担任として、植物の育
ち具合や天気などを見ながら単元の順序を考え直す小
学校ならではの進め方にも戸惑うことなく対応でき
た」という意見があった。現場の状況を客観的に見る
機会があったからこその感想と考えられる。ある回答
者は、採用された校種が活動校種と異なっており、質
問１で「３あまり役立っていない」を選んでいたが、
質問２－２に対して「直接は役に立っていないが、り
かぼらの経験が教員採用試験での面接や自己アピール
文に強く影響した」という意見を書いてくれた。新任
教員の役に立ったかを検証する本稿の目的とは外れる
が、本学部に特徴的な３年次後期集中型の教育実習後
の中だるみを防ぎ、教員になるモチベーションを維持
するためにも、りかぼらの活動は役に立つのかもしれ
ない。

４　終わりに

　りかぼらが新任教員の役に立っているかどうかを確

認するために、卒業生に対するアンケート調査を行っ
た。回収率が７割に満たずサンプル数が少なかったこ
と、多忙な新人教員の負担を減らすために設問数を少
なくした結果、自由記述ばかりとなり、こちらの意図
とは違う方向性の意見も見られたことなど、調査方法
については改善の余地がある。それでも回答者の多く
が現場でも何らかの役に立っていると感じていること
がわかったことは大きな収穫であった。
　2017年に教育職員免許法施行規則が改正されたこと
により、学校インターンシップは「教職に関する科
目」の中の「教育実践に関する科目」という位置づけ
で実施できるように“格上げ”された。教職課程コアカ
リキュラムによれば、学校インターンシップを意味す
る「学校体験活動」は、「既に実施している大学の状
況から…「教育実習」終了後に応用的に位置づける場
合等があり」とあり３）、りかぼらを内包する群馬大学
教育実践インターンシップはこのパターンに属する。
教育実習を終えた後に継続的に学校現場に出ること
は、現場と大学とのギャップを埋めることにつなが
ると考えられる。新任教員が直面するこのギャップに
ついては「小１プロブラム」ならぬ「教員１プロブレ
ム」として福島大学のインターンシップ事業で新任教
員の課題として言及されており４）、本学部でも附属学
校教育実践センターの教職キャリア部門で対応を始め
たところであるが５）、りかぼらもその解消に少しは寄
与できているのかもしれない。
　高年次のインターンシップは、教員という、研修に
専念する期間がない職業につく学生にとって、責務を
抱えていない状況で受けられる貴重な学びの場であ
り、りかぼらはその一つであると考えている。2020
年度はコロナ禍の影響で実施を断念したが、いわゆ
る「新しい生活様式」の中でもできる活動の形を模索
し、来年度以降の再開を考えていきたい。
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